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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
健
や
か
に
良
い
お
正
月
を
お

迎
え
な
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
阪
で
創
設
さ
れ
た
「
方
面
委

員
制
度
創
設
一
〇
〇
周
年
」「
民
生
委
員

法
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
七
〇
年
を
迎
え

ま
し
た
。
大
阪
で
は
今
後
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
の
方
向
性
を
示
す
べ
く
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
人
々
に 

よ
り
そ
い
一
〇
〇

年 

こ
れ
か
ら
も
」
を
策
定
し
、
今
後
の

活
動
の
重
点
と
し
て「
地
域
の
つ
な
が
り
、

地
域
力
を
高
め
る
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
た
人
び
と
を
支
え
る
」、「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
制
度
を
守
り
発
展
さ
せ
て

い
く
」
を
掲
げ
、
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実

を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
民
児
協
関
係

者
が
力
を
合
せ
「
地
域
版　

わ
が
町
な
ら

で
は
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て

は
、
誰
も
が
主
体
的
に
地
域
に
参
加
し
、

と
も
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
で
安

心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
や
子
育
て
、
障
が
い
、
病
気
な
ど

の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
お
ら
れ
た
り
、
社

会
的
に
孤
立
し
て
い
る
人
や
世
帯
を
「
丸

ご
と
」
の
視
点
で
発
見
し
、
相
談
機
関
、

団
体
、
住
民
と
連
携
し
「
誰
も
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

会
長　

石 

原 

欽 

子

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

子
育
て
講
演
会

小
学
校
と
の
交
流
会

市
民
の
集
い

初 春

イラストありがとうイラストありがとう

田原小学校（紙とんぼ） 東小学校（折り紙）

楽しくあそんでいるよ！

オレンジリボンキャンペーン
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食

物

ア

レ

ル

ギ

ー

に

つ

い

て

食

物

ア

レ

ル

ギ

ー

に

つ

い

て

大
阪
府
社
会
福
祉
大
会

大
阪
府
社
会
福
祉
大
会

　

11
月
30
日
（
金
）、
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

大
阪
府
福
祉
大
会
が
開
か
れ
長
年
地
域
福
祉
に
貢
献

さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
感
謝
状
、
表
彰
状
の
授
与
と
、

高
齢
者
施
設
や
自
治
会
の
場
で
歌
声
を
披
露
し
て
い

る
四
條
畷
田
原
か
ん
が
る
ー
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
子
ど
も
さ

わ
や
か
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
サ
イ
ン
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
渡
辺
り
え
こ
氏
に
よ
る
話
と
歌
、
阪
神
大
震
災
の

体
験
を
基
に
し
た
ア
ニ
メ
が
上
映
さ
れ
た
。
サ
イ
ン

と
は
手
話
と
歌
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
音
楽
活
動

の
こ
と
。

　

全
く
聞
こ
え
な
い
両
親
の
も
と
で
育
っ
た
彼
女

は
、
日
本
手
話
と
日
本
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
女
子
だ

と
自
己
紹
介
し
、
聞
こ
え
る
文
化
と
聞
こ
え
な
い
文

化
の
違
い
を
解
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
た
。
聞
こ
え

な
い
両
親
と
話
す
時
、
う
し
ろ
か
ら
声
を
か
け
る
の

で
な
く
ボ
デ
ィ
タ
ッ
チ
や
足
を
踏
み
鳴
ら
し
た
り
物

を
転
が
す
事
で
気
づ
い
て
も
ら
い
、
目
に
見
え
る
会

話
「
手
話
」
で
話
す
そ
う
だ
。

　

最
後
に
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
を
手
話
で
合

唱
。
彼
女
の
め
ざ
す

「
手
話
」
を
使
っ
て

多
く
の
人
に
暖
か
い

気
持
を
伝
え
た
い
と

い
う
想
い
が
会
場
全

体
に
広
が
っ
た
。

　
　

  

中 

村 

真
知
子

　

10
月
24
日
（
水
）、
総

合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て

22
組
の
親
子
参
加
の
も

と
、
寺
嶋
・
塚
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
小
児
科
医
、
寺
嶋
秀
幸

先
生
よ
り
「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
」
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
ア
レ
ル

ギ
ー
の
種
類
や
原
因
、
症

状
、
対
応
法
な
ど
詳
し
い

説
明
が
あ
り
、
身
近
な
病

気
に
お
母
さ
ん
た
ち
は
熱

心
に
講
演
を
聞
か
れ
、
多

く
の
質
問
も
あ
り
ま
し

た
。
民
生
委
員
が
、
子
ど

も
た
ち
を
預
り
、
お
母
さ

ん
方
も
安
心
し
て
話
し
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
お
土

産
に
折
り
紙
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

松 
岡 
俊 

生

　

12
月
２
日
（
日
）、「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
の
見
え
る
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
報
告
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
広
く

知
っ
て
も
ら
い
、
担
い
手
の
確
保
を
図
る

た
め
、
大
学
生
を
対
象
に
し
た
体
験
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。

　

参
画
大
学
11
校
、
参
加
学
生
45
名
、
参
画

自
治
体
13
市
が
、
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
地
域
力
を
高
め
る
施
策
提
案
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る

発
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
さ
す
が
若
い
人

　

10
月
21
日
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
、
協
議
会
活
動
と

地
区
活
動

パ
ネ
ル
を

展
示
し
、

１
、０
０
０
名
を

超
え
る
方
々
の

参
加
の
中
、
啓

発
活
動
を
し
ま

し
た
。

10
月
21
日　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
）

10
月
24
日　

�

子
育
て
講
演
会
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
月
28
日　

�

市
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　
（
西
中
学
校
）

11
月
７
日　

�

児
童
虐
待
防
止
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
四
条
畷
駅
・
忍
ヶ

丘
駅
）

　

以
上
４
か

所
で
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配

付
し
ま
し

た
。

参加しました

（2）

　

10
月
21
日
、
石
原
会
長
・
生
活
福

祉
部
会
の
方
々
が
参
加
さ
れ
四
條
畷

福
祉
会
な
わ
て
更
生
園
に
て
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
わ
て
更
生
園
ま
つ
り

の
作
成
だ
と
感
心

し
ま
し
た
。

　

報
告
後
に
参
加

者
と
の
盛
ん
な
意

見
交
換
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
さ
れ
た
大
学

生
の
皆
様
が
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な

活
動
に
、
携
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　

松 

本 

初 

美

サ
イ
ン
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
歌
に
感
動
！

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
10
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
ん
が
る
ー
Ｋキ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
表
彰
状

「
子
育
て
講
演
会
開
催
」

「
見
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
会
」

Q1. 今回の【子育て講演会】が開催されることをどのようにして知りましたか。
　　（複数回答可）
１.市広報誌 29％　　２.地区掲示板 18％　　３.民生委員・児童委員から 14％

Q2. 今回の【子育て講演会】に参加しようと決めた理由は何ですか。
　　（複数回答可）
１.講演会のテーマ 26％　　２.子どもをあずかってくれるから 20％
３.無料だから 15％

Q3. 今回の【子育て講演会】で、どの程度満足いただけましたでしょうか。
Q4. 今回の【子育て講演会】に対して、Q3 のように回答した理由をお書きく
　　ださい。
《満足 79％》
　○普段聞けない話を学べたから
　○アレルギーの対策として 10 年前との違いがよくわかりました
　○�質疑応答ではとてもていねいに答えてくださったのでとても分かりやすい説明

でした
　○自分の知らないことが聞けてべんきょうになった
　○�あまりアレルギーに縁がなかったが、食物アレルギーがあると少しずつ食事を

すすめていく過程がよくわかった
　○�大変わかりやすく、実生活に役立つ内容だったため
　○�わからないことがたくさんあったのでいろんな情報をいただきました。　等々
《やや満足 21％》
　○新しい事が聞けて良かったです
　○�新しい話を聞く事ができて、勉強になった
　　子どもを見てもらえたので集中できました

子育 て 講 演 会アンケート調 査 結 果子育 て 講 演 会アンケート調 査 結 果
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河
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
研
修
会

河
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
研
修
会

事
例
研
究
会
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

事
例
研
究
会
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

要
援
護
者
マ
ッ
プ
を
関
係
機
関
と
共
有

要
援
護
者
マ
ッ
プ
を
関
係
機
関
と
共
有

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修

研 修 報 告

理
事
会
・
定
例
会

子
育
て
講
演
会

　

テ
ー
マ
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
児
科
医　

寺
嶋
秀
幸
氏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

な
わ
て
更
生
園
ま
つ
り
参
加

市
内
小
学
校
運
動
会
参
加

市
内
中
学
校
体
育
祭
参
加

「
市
民
の
集
い
」
参
加
（
親
と
子
の
む
か
し
遊
び
）

主
任
児
童
委
員
活
動

　

・
子
育
て
サ
ロ
ン
支
援
（
毎
月
）

　

・
子
関
連
定
例
会
・
研
修
（
毎
月
）

　

・
四
條
畷
市
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
（
毎
月
）

　

・
保
健
セ
ン
タ
ー
１
歳
半
児
検
診
（
毎
月
）

民
児
協
な
わ
て
112
号
発
行

児
童
虐
待
防
止
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
）

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力

　

・
子
育
て
講
演
会

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

各
会
場
に
て

　

・
市
民
の
集
い

理
事
会
・
定
例
会

・
研
修

　

テ
ー
マ
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　

理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

井
上
鈴
佳
氏

児
童
虐
待
防
止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
）

主
任
児
童
委
員
活
動

要
援
護
者
マ
ッ
プ　

関
係
機
関
と
の
共
有

理
事
会
・
定
例
会

事
例
研
究
会
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

河
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
任
児
童
委
員
会
議

年
末
高
齢
者
年
賀
状
発
送

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
見
え
る
化
」

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
会
参
加

11
月

12
月 民

生
委
員
・
児
童
委
員

　
　

活 

動 

記 

録

　

11
月
21
日
（
水
）、
定
例
会

研
修
で
、
テ
ー
マ
は
『
あ
な

た
の
身
近
に
も
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

〜
男
女
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ
け
じ
ゃ

な
い
！
性
の
あ
り
方
は
十
人
十

色
〜
』
で
す
。
講
師
は
井
上
鈴

佳
さ
ん
。
元
保
健
室
の
先
生
で

自
身
も
レ
ズ
ビ
ア
ン
を
公
表
さ

れ
、
耳
に
心
地
よ
い
声
と
や
さ

し
い
言
葉
で
話
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
多
様
な
性

　

11
月
26
日
（
月
）、
四
條
畷
市

の
全
民
生
委
員
で
作
成
し
た
要

援
護
者
マ
ッ
プ
を
石
原
会
長
が

代
表
し
て
、
行
政
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
警
察
署
、
消
防
署
、
３
箇

所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

の
各
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

石
原
会
長
か
ら
趣
旨
説
明
と

個
人
情
報
に
か
か
わ
る
取
扱
注

意
説
明
が
さ
れ
、
マ
ッ
プ
を
受
領

し
た
東
修
平
市
長
を
始
め
各
機

関
・
部
署
の
長
か
ら
は
、
感
謝
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
各
地
域
で
は
独
自
に

区
長
と
自
主
防
災
会
会
長
に
手

渡
さ
れ

て
い
ま

す
。

　

要
援

護
者
マ

ッ
プ
を

地
域
や

関
係
機

関
と
共

有
す
る

こ
と
で
、

災
害
時
の
避
難
・
救
出
や
日
頃
の

安
否
確
認
に
役
立
つ
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

福 

田　

徹

の
頭
文
字
を
と
っ
て
表
現
し
て

い
ま
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
少
数
派
）
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

（
多
数
派
）。
見
聞
き
し
た
こ
と

の
あ
る
言
葉
で
す
が
詳
し
く

知
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
生
れ
た
時
の
性
別
に
違
和

感
を
持
つ
人
、
自
分
で
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
気
持
、
少

数
派
と
な
る
と
理
解
者
が
そ
ば

に
い
な
い
と
大
変
辛
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
研
修
で
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
て
ほ
し
い
、

も
し
悩
ん
で
い
る
人
に
気
が
つ

い
た
ら
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ

や
話
せ
る
人
が
い
る
こ
と
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

南 

畑 

幸 

子

10
月

　

12
月
19
日
（
水
）、
12
月
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定

例
会
で
、
テ
ー
マ
「
認
知
症

の
方
へ
の
関
わ
り
と
支
援
に

つ
い
て
」。
各
小
学
校
校
区
別

に
、
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

れ
て
、
事
例
を
も
と
に
、
①

事
例
の
中
で
、
Ａ
さ
ん
が
苦

労
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点

は
何
で
す
か
？　

②
事
例
の

中
で
、
民
生
委
員
に
で
き
る

こ
と
は
何
で
す
か
？　

③
相

談
機
関
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
施
設
・
制
度
が
あ
り
ま
す

か
？
に
つ
い
て
、
活
発
な
話

し
合
い
が

さ
れ
、
最

後
に
各
グ

ル
ー
プ
よ

り
発
表
が

さ
れ
ま
し

た
。

　

有
意
義

な
時
間
を

過
す
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
、
実
施

さ
れ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

12
月
６
日
（
木
）、
門
真
市
民

文
化
会
館
ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル

に
て
、
西
成
区
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
こ
ど
も
の
里
」
理
事
長
、

荘し
ょ
う
ほ保
共と
も
こ子
氏
を
講
師
と
し
て
、
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

映
画
「
さ
と
に
き
た
ら
え
え
や

ん
」
が
上
映
さ
れ
、
こ
ど
も
の

里
で
の
子
ど
も
た
ち
や
、
集
ま
っ

て
く
る
人
た
ち
の
よ
う
す
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。
親
の
日
雇
い

と
い
う
不
安
定
雇
用
の
た
め
、
貧

困
や
不
安
定
な
生
活
を
負
わ
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、

「
こ
ど
も
の
里
」
が
あ
る
こ
と
で
、

ま
わ
り
の
大
人
を
元
気
に
さ
せ

る
。
こ
れ
が
子
ど
も
の
生
き
る
力

で
す
。

　

だ
れ
が
来
て
も
受
け
入
れ
て

く
れ
る
「
居
場
所
」
の
重
要
性
・

地
域
な
ら
で
は
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
環
境
で
生
ま
れ

て
も
、「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
、
人
と
し
て
生
き
て
い
け
る
た

め
に
、
子
ど
も
の
権
利
が
保
護
さ

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
る
と
、

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性

と
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を

学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

泉　

葉
子

（3）

｝
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　１１月７日（水）、田原小学校１年生の２
クラスの子どもたちと校区の高齢者が、ヨー
グルトの紙スプーンで竹とんぼならぬ紙と
んぼを作りました。
　開会式では、１１月に生まれた子どもたち
がくす玉を開きました。中から紙テープが
くるくると落ちて来る様子を見続ける子ど
もたちの目が印象的でした。班ごとに分か
れて最初に自己紹介をしました。これでお
互いに名前や特技も分かり、ぐんと親しく
なることができました。
　とんぼそのものは毎年作っているので、
大人は子どもたちに教えることができます。
子どもたちは色を塗ったり、絵を描いたり
しました。大人の協力を得て、よく飛ぶよ
うにひねりをつけ、『世界に一つ』しかない
とんぼが
できまし
た。
　そして
飛ばしっ
こ。 高 く
飛ぶ工夫
や、 長 く
飛ぶため
の重りつ
け な ど、
簡単な仕
組みの中
にさまざ
まな工夫
を盛り込
んで楽し
みました。
 内 藤　壽

　１１月２１日（水）、
東小学校でのお楽し
み交流会に参加しま
した。
　お楽しみ交流会と
は、おじいさん、お
ばあさんと一緒に昔
遊びを通しての世代
間交流会です。
　今年は、１年生の
子どもたちと、あや

とり・折り紙・けん玉・カルタ・コマ回し遊びをし
ながら色々な話しが聞け、日ごろの子どもたちの様
子が分かりました。
　児童３２名と少ない人数ですが、みんな仲よく、と
ても人懐っこい子どもたちでした。
　最後に、主任児
童委員が作ったメ
ダルを全員の首に
かけたら、とても
嬉しそうにしてい
ました。
　とても楽しい１
時間を過ごしまし
た。
　　　  北 野 清 美

（4）

（平成３０年度） 子どもさわやか賞
大阪府民生委員児童委員協議会連合会会長表彰

（２面に関連記事）四條畷田原かんがるーＫＩＤＳ

開会式でくす玉を割る

自作の紙とんぼを飛ばす

コマ回し

カルタとり

地
域
の
世
代
間
交
流
会

年賀状のイラスト応募ありがとう年賀状のイラスト応募ありがとう
　

民
生
委
員
が
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
方
々
に
送
る
年
賀
状
の

イ
ラ
ス
ト
募
集
に
、
34
人
の
小

学
生
以
下
の
皆
さ
ん
か
ら
36
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
６
作
品
が

選
ば
れ
年
賀
状
に
印
刷
さ
れ
ま

し
た
。（
表
紙
に
写
真
）

　

応
募
い
た
だ
い
た
34
人
全
員

に
、
四
條
畷
市
民

生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
か
ら
お
礼

状
と
図
書
券
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
（
日
）、
市
民
の
集

い
が
西
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、

四
條
畷
市
民
児
協
は

新
装
の
体
育
館
で

「
親
と
子
の
む
か
し

遊
び
」
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

手
作
り
の
竹
細
工

に
色
を
塗
っ
て
好

み
の
作
品
に
仕
上
げ

た
り
、
使
用
済
み
の

Ｃ
Ｄ
と
ビ
ー
玉
で
の

独こ

ま楽
作
り
、
紙
ス
プ

ー
ン
を
つ
な
げ
て
紙

と
ん
ぼ
作
り
、
カ
ッ

ト
し
た
発
泡
ト
レ
イ

と
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ

て
の
風
車
作
り
な
ど
、
ひ
と
工

夫
加
え
た
手
作
り
の
面
白
さ
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
竹

細
工
コ
ー
ナ
ー
に
は
東
修
平
市

長
も
来
場
し
、
絵
筆
を
と
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
、
輪
投
げ
、

ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
な

ど
も
あ
り
、
親
子
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
１
日
で
し
た
。

東小校区 田原小校区

お め で と う ご ざ い ま す

市
民
の
集
い

市
民
の
集
い

東市長も色入れ

親子で楽しく

どんなイラストの
年賀状が

届きましたか？


